
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

六
月
定
例
町
議
会
が
、
６
月
５
日
か
ら
２
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
寄
居
町
議
会
議
員
団
の
質
疑
要
旨
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

         

一
、
高
齢
者
の
交
通
確
保
を
進
め
て
欲
し
い 

 

高
齢
者
の
自
動
車
事
故
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者

は
運
転
免
許
証
が
無
く
と
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
行
政
の
施
策
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

（１
）福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
対
象
者
と
利
用
実
績
は
？ 

【
回
答
】 

 

個
人
情
報
等
の
確
認
が
必
要
で
、
対
象
人
数
は
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
実

績
に
つ
い
て
、
利
用
券
交
付
人
数
は
、
平
成
２
９
年
度
が
７
０
名
、
実
際
に
利
用

し
た
人
数
は
５
９
名
で
す
。 

(

２)

６
５
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
方
の
人
数
は
？ 

【
回
答
】 

 

平
成
２
９
年
１
月
か
ら
１
２
月
ま
で
の
１
年
間
で
、
９
８
名
の
方
か
ら
返
納
が

あ
り
年
齢
に
よ
る
集
計
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
６
５
歳
未
満
の
方
も
若
干
含
ま
れ

て
い
ま
す
。 

(

３)

７
５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、
要
介
護
要
支
援
に
認

定
さ
れ
て
い
る
方
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か 

【
回
答
】 

 

７
５
歳
以
上
の
集
計
は
無
く
、
昨
年
７
月
１
日
現
在
、
６
５
歳
以
上
で
、
要
介

護
要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
は
６
２
１
名
で
す
。 

(

２
）
移
動
手
段
が
な
い
高
齢
者
に
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
補
助
制
度
を

創
設
で
き
な
い
か 

【
回
答
】 

 

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
制
度
や
デ
マ
ン
ド
ダ
ク
シ
ー
等
の
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
新
た
な
補
助
事
業
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

(

３
）東
秩
父
村
～
寄
居
駅
バ
ス
の
増
便
又
は
時
間
帯
変
更
検
討
が
で
き

な
い
か 

【
回
答
】 

 

持
続
可
能
な
公
共
交
通
維
持
の
た
め
に
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

増
便
等
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

    

協
議
会
に
対
し
、
再
編
後
の
課
題
と
し
て
意
見
を
届
け
ま
す
。 

 

二
、
男
衾
中
学
の
立
替
え
問
題
に
つ
い
て 

教
育
は
家
庭
の
経
済
力
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
豊
か
に
保
障
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

(

１)  

男
衾
中
学
校
建
設
準
備
検
討
委
員
会
に
つ
い
て 

①
構
成
②
検
討
内
容
を
伺
い
ま
す
。 

男
衾
小
中
学
校
の
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
を
検
討
し
た
、
男
衾
中
学
校
建
設

準
備
検
討
委
員
会
に
関
す
る
質
問
で
す
。 

【回
答
】 

①
委
員
は
１
５
名
で
、
有
識
者
、
男
衾
地
区
区
長
の
代
表
者
、
男
衾
地
区
Ｐ
Ｔ

Ａ
関
係
者
、
男
衾
地
区
学
校
関
係
者
、
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め

る
者
と
い
う
構
成
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
「男
衾
中
学
校
が
め
ざ
す
教
育
に
つ
い
て
」「校
舎
の
概
要
に
つ
い
て
」「校
舎
の

建
設
場
所
に
つ
い
て
」の
３
点
を
中
心
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。 

(

２)  

未
来
を
拓
く
学
校
教
育
検
討
委
員
会
に
つ
い
て 

①
構
成
②
検
討
さ
れ
た
内
容
を
伺
い
ま
す
。 

【回
答
】 

①
委
員
は
１
５
名
で
、
有
識
者
、
住
民
組
織
代
表
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、
中
学
校

区
住
民
代
表
者
、
学
校
関
係
者
で
す
。 

②
小
中
一
貫
教
育
と
学
校
の
適
正
規
模
を
検
討
し
ま
し
た 

(

３)

両
方
委
員
会
の
今
後
の
検
討
は
ど
う
な
り
ま
す
か 

【回
答
】 

男
衾
中
学
校
建
設
準
備
検
討
委
員
会
は
、
先
進
地
の
視
察
を
行
い
、
業
務

委
託
で
の
調
査
・検
討
内
容
に
関
し
、
校
舎
の
概
要
や
建
替
場
所
に
つ
い
て
議

論
し
ま
す
。
未
来
を
拓
く
学
校
教
育
検
討
委
員
会
は
、
小
中
一
貫
教
育
と
学

校
の
適
正
規
模
に
関
す
る
提
言
目
的
で
あ
り
今
後
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（４
）男
衾
中
学
校
建
替
調
査
・検
討
業
務
委
託
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で

検
討
し
ま
す
か 

【
回
答
】 

 

敷
地
測
量
や
生
徒
数
の
将
来
予
測
、
改
築
・
移
転
等
に
関
す
る
整
理
、

工
事
を
行
う
際
の
学
校
運
営
上
の
課
題
、
小
中
一
貫
教
育
を
見
据
え
た
学

校
施
設
の
検
討
等
、
建
設
計
画
の
も
と
と
な
る
基
礎
資
料
を
作
成
し
ま
す
。

検
討
結
果
は
随
時
、
男
衾
中
学
校
建
設
準
備
検
討
委
員
に
示
し
、
検
討
材

料
と
し
て
い
き
ま
す
。 

(

５)

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
い
ま
せ
ん
か 

【回
答
】 

 

地
域
住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
意
見
は
大
変
重
要
で
す
が
、
委
員
の
構
成
が

地
域
を
代
表
し
て
お
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

(

６)

子
ど
も
の
成
長
を
優
先
し
た
建
設
の
配
慮
を 

【回
答
】 

 

建
替
検
討
に
お
い
て
「
真
に
学
ぶ
力
を
身
に
つ
け
た
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り
」

の
基
本
理
念
の
も
と
、
よ
い
子
ど
も
の
教
育
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
重
点
に
、

環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

■
寄
居
町
六
月
議
会
報
告 

 

六
月
議
会
質
問
の
ト
ピ
ッ
ク
ス 

■
高
齢
者
が
免
許
返
上
し
た
後
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
・・・大
澤
町
議 

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
、
東
秩
父
バ
ス
便
の
増
便
・
時
間
変
更
の
検
討
を
要
望
。 

 
 
 

 
 

■
男
衾
中
学
の
立
替
え
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た 

・・・大
澤
町
議 

小
中
一
貫
校
を
含
む
校
舎
の
新
設
検
討
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
要
求
。 

■
障
が
い
者
へ
の
就
労
支
援
施
策
強
化
を
求
め
ま
し
た
・・・田
母
神
町
議 

障
害
の
あ
る
方
に
一
般
就
労
希
望
が
強
い
こ
と
に
対
す
る
町
の
就
労 

促
進
、
支
援
策
を
求
め
ま
し
た
。 

■
弱
者
を
拒
ま
な
い
公
共
住
宅
の
充
実
策
を
求
め
ま
し
た
・・田
母
神
町
議 

住
宅
セ
ー
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
制
度
利
用
や
居
住
支
援
協
議
会
の
設
置
を
提
言
。 

。 

    

   

以
下
に
日
本
共
産
党
、
大
澤
議
員
、
田
母
神
議
員
の
質
疑
要
旨
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。 

 

【
田
母
神
節
子
議
員
の
一
般
質
問
要
旨
】 

【大
澤
博
議
員
の
一
般
質
問
要
旨
】 

寄 

居 

民 

報 

 

 

第 289号 

18 年 7 月 

 
 

発 

行 

日
本
共
産
党
寄
居
町
委
員
会 

連
絡
先 

田
母
神
節
子 

五
八
一
―
四
九
八
七 

 
 
 
 

 
 

大 

澤 

博 
 
 

五
八
ニ
―
〇
三
六
五 

【詳細は田母神議員のブログ、大澤議員のホームページでご覧ください ※検索サイトから両議員の氏名でアクセスできます】 

【裏
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
】 



一
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
安
心
し
て
住
め
る
町
に 

国
は
４
月
、
在
宅
障
が
い
者
を
対
象
に
日
常
生
活
の
実
態
と
意
識
・福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
調
査
結
果
を
公
表
し
、
障
が
い
者
の
生
活
実
態
と
生
活
支
援

の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
月
収
９
万
円
未
満
が
５
０
％
、
生
活
保
護
受
給

割
合
は
８
．
６
％
と
一
般
の
生
活
保
護
受
給
者
１
．
６
９
％
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。
日
中
の
過
ご
し
方
で
最
も
多
い
の
は
「家
庭
内
で
過
ご
し
て
い
る
」で
、

就
労
適
齢
期
の
方
で
「正
職
員
」
希
望
が
３
２
．
４
％
い
て
、
一
般
就
労
への
期
待

の
大
き
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。 

(

１
）当
町
で
も
国
と
同
じ
調
査
を
行
い
ま
し
た
か 

①
調
査
し
て
い
る
場
合
、
デ
ー
タ
の
開
示
は
ど
う
し
ま
し
た
か 

②
調
査
し
な
い

場
合
は
理
由
と
今
後
の
考
え
を
示
し
て
く
だ
さ
い 

【
回
答
】 

➀
町
が
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
②
今
後
、
国
が

実
施
す
る
調
査
の
区
域
に
町
が
該
当
し
た
場
合
、
国
の
指
示
に
基
づ
き
調
査

に
協
力
し
ま
す
。 

(

２
）当
町
の
障
が
い
者
就
労
促
進
を 

国
は
官
公
庁
や
企
業
に
対
し
２
．
２
～
２
．
５
％
の
障
が
い
者
雇
用
を
示
し
て
い

ま
す
。 

①
町
内
企
業
の
障
害
者
就
労
状
況
は
把
握
し
て
い
ま
す
か 

②
庁
舎
（役
場
）で
の
障
が
い
別
就
労
状
況
は
ど
う
で
す
か 

【
回
答
】  

①
町
内
企
業
の
障
が
い
別
就
労
状
況
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん 

②
臨
時
職
員
を
含
め
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
３
名
が
就
労
し
て
お
り
ま
す
。 

(

３
）障
が
い
者
の
通
所
施
設
は
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か 

①
Ａ
型(

雇
用
契
約
を
結
ん
で
利
用)

及
び
Ｂ
型(

雇
用
契
約
無
し
で
利
用)

の
施

設
数
と
利
用
者
数
は
ど
う
で
す
か 

②
精
神
障
が
い
者
の
通
所
施
設
数
と
受
け
入
れ
状
況
は
ど
う
で
す
か 

【
回
答
】 

➀
Ａ
型
の
利
用
施
設
数
は
４
箇
所
で
実
利
用
者
数
は
８
名
、
Ｂ
型
は
２
８
箇
所

で
１
０
２
名
で
す
。 

②
精
神
障
が
い
者
の
通
所
施
設
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
町
内
に
１
箇

所
、
２
９
年
度
利
用
者
数
は
８
名
で
す
。 

(

４
）障
が
い
者
交
流
セ
ン
タ
ー
は
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
か 

①
役
割
②
利
用
状
況
③
家
族
会
と
の
定
期
的
な
懇
談
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

【
回
答
】 

①
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
の
福
祉
増
進
、
自
立
促

進
を
図
る
た
め
の
施
設
と
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。 

②
相
談
支
援
事
業
を
週
２
日
実
施
し
、
寄
居
町
身
体
障
が
い
者
福
祉
会
及
び

寄
居
・
深
谷
地
区
精
神
保
健
福
祉
玉
淀
家
族
会
が
会
議
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

で
利
用
し
て
い
ま
す
。 

③
精
神
保
健
福
祉
玉
淀
家
族
会
総
会
に
定
期
的
に
出
席
、
又
計
画
策
定
時

等
必
要
に
応
じ
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。 

(

５
）障
が
い
者
の
相
談
窓
口
と
周
知
に
つ
い
て 

【
回
答
】 

 

健
康
福
祉
課
を
総
合
窓
口
と
し
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
や
町
内
外
の
相
談

支
援
事
業
所
等
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
周
知
方
法
は
、
町
広
報
誌
や
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
の
ほ
か
、
「
障
が
い
者
の
福
祉
ガ
イ
ド
」を
配
布
し
て
い
ま

す
。 

 (

６
）今
後
の
障
が
い
者
施
策
は
ど
う
し
ま
す
か 

【
回
答
】 

 

「寄
居
町
障
が
い
者
計
画
・第
五
期
障
が
い
福
祉
計
画
」に
基
づ
き
、
基
本
理

念
で
あ
る
「す
べ
て
の
人
が
支
え
合
う
、
地
域
共
生
の
ま
ち 

よ
り
い
」の
実
現
に

向
け
各
施
策
を
推
進
し
ま
す
。 

二
、
公
共
住
宅
の
充
実
強
化
を 

 

国
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
住
宅
セ
ー
フ
ネ
ッ
ト
制
度
」は
、
高
齢
者
、
低
所

得
者
、
障
害
者
等
「住
宅
確
保
要
配
慮
者
」の
入
居
を
「拒
ま
な
い
住
宅
」と
し

て
、
賃
貸
住
宅
や
空
き
家
を
登
録
し
て
も
ら
い
、
国
や
地
方
自
治
体
が
家
主
に

補
助
を
す
る
仕
組
み
で
す
。
２
５
，
０
０
０
戸
の
計
画
に
対
し
登
録
数
は
６
２
２

戸
で
２
．
５
％
で
し
た
。
地
方
自
治
体
の
１
／
２
～
１
／
３
負
担
が
重
荷
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
居
住
支
援
協
議
会
も
自
治
体
の
２
％
と
い
う
設

立
状
況
で
す
。 

(

１)

平
倉
、
上
ノ
原
の
町
営
住
宅
を
ど
う
し
ま
す
か 

①
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て 

②
建
て
替
え
を
考
え
て
い
る
の
か
。
同
じ
よ
う
な
低
額
の
住
宅
を
ど
う
確
保
す

る
考
え
で
す
か 

【回
答
】 

①
、
平
倉
住
宅
、
上
ノ
原
住
宅
は
、
昭
和
４
０
年
代
の
建
築
で
老
朽
化
し
て
お

り
、
経
常
的
な
修
繕
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

②
平
倉
、
上
ノ
原
両
住
宅
は
、
居
住
者
の
退
去
に
合
わ
せ
て
段
階
的
に
用
途
廃

止
を
行
い
、
そ
の
後
新
規
住
宅
の
供
給
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

(

２)

国
の
「住
宅
セ
ー
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
制
度
」を
利
用
す
る
考
え
は
？ 

【回
答
】 

 

埼
玉
県
は
今
年
度
末
ま
で
に
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の

供
給
目
標
や
施
策
等
を
定
め
た
「賃
貸
住
宅
供
給
促
進
計
画
」を
策
定
す
る

予
定
で
す
。
県
計
画
で
の
市
町
村
の
役
割
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
つ
つ
、
制

度
の
利
用
を
検
討
し
ま
す
。 

(

３
）居
住
支
援
協
議
会
設
立
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か 

【回
答
】 

 

町
は
埼
玉
県
の
居
住
支
援
協
議
会
で
あ
る
「埼
玉
県
住
ま
い
安
心
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」に
参
加
し
て
お
り
、
町
で
独
自
に
居
住
支
援
協
議
会
を
設
立
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

(

４
）新
婚
世
帯
家
賃
補
助
金
月
額
１
万
円
を
２
万
円
に
引
き
上
げ
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か 

【回
答
】 

 

町
で
は
５
月
か
ら
町
外
か
ら
転
入
し
、
夫
婦
共
４
０
才
以
下
か
つ
、
婚
姻
２
年

未
満
の
新
婚
世
帯
に
対
し
、
月
額
１
万
円
、
更
に
中
心
市
街
地
内
の
場
合
は
、

加
算
額
五
千
円
を
上
限
と
す
る
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
金
制
度
を
開
始
し
ま

し
た
。
引
き
上
げ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

     
 

『揺らぐ北朝鮮脅威論』 外交・対話への転換

を 

◆歴代自民党政権は北朝鮮脅威論を煽って、新

ガイドラインを結び、有事法制を通し、ミサイ

ル防衛が必要と二兆円もの巨費を費やしてきま

した。特に安倍政権では脅威論を軍拡や解釈改

憲などに利用してきました。 

◆しかし、北朝鮮のミサイルは想定をはるかに

超えて進化し、１基 1000 億円のイージス・ア

ショア 2 基では対応不能の状態。安倍政権が進

めてきた「戦争する国」では北東アジアの安全

保障環境改善には何も役に立ちませんでした。 

拉致問題解決も外交・対話から 

◆北朝鮮に当面の核実験、ミサイル発射をやめ

させ、平和のプロセスを開始させたのは『外交

の力』でした。北朝鮮や中国など周辺国の「脅

威」を口実にした軍拡路線から決別し、外交に

よって相手の意思を変えさせる---。そうした道

への転換が必要です。 

 

 


